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(1) 使用材料:何れも泌尿器科教室で，手術時に採取したもので，その例数は，正常粘膜上皮 5 例，炎症
下の粘膜上皮 3 例，移行上皮細胞乳頭腫4 例，移行上皮細胞痛 Grade1 4 例， 同 Graden 5 例及び同
Grade ﾟ[ 5 例である。なお，私の使用した移行上皮細胞癌の組織学的分類は，近年米国に於げる Bladder
Tumor Registry が採用している規準の 1 つにならったものである。
(2) 試料作成方法:手術時に材料採取部位の血液供給が停止した瞬間から 5 分以内に小組織片を切除し，
その一半を 1%オスミウム酸・燐酸緩衝溶液 (pH7.6) 中にて細切，固定し，これを電子顕微鏡検索に週
し，他半を10%ホルマリンに固定し， H.E 染色， PAS 染色及び鍍銀法を行い，前者の参考としたD
E 検査成績
(1) 核:腫場細胞に於いては，正常或は炎症下の上皮細胞に比し，核細胞質比 (Nucleo-plasmic ratio) 
は明らかに増大している。特に Grade ß[痛を構成する未分化細胞に於いてこの傾向が著しい。また腫場
細胞の核質では，電子密度の低いものと，高いものとのこ種の頼粒の特異な集族像を観察した。
(2) 核小体:一般に腫場細胞の核小体は肥大し， Nucleolonema の螺旋・コイル状構造が発達し，顕著に
なる。この傾向は，中でも Grade n 或は Grade ß[痛にみられる未分化細胞に於て著しし '0
(3) 糸粒体:未分化細胞 (Grade DI 癌に出現するもの)に於いて，糸粒体の縮小及びその数の減少を認め
た。なお，一部のものに於いては，糸粒体に由来するものと考えられる特異な頼粒を観察した。また，退
行変化と思われる膨化糸粒体も多数みられた。
(4) 小胞体及び RNA 穎粒: Grade n 或は Grade DI 痛に於げる未分化細胞は，小胞体に乏しく， RNA 
頼粒は細胞質全体に一様に分布している D
(5) Golgi 野:一般に腫場細胞に於いては，正常或は炎症下の粘膜上皮細胞に比し， Golgi 野の出現頻度
が高く，また，より明瞭である D
(6) 細胞基質:腫虜細胞の未分化の傾向に平行して， 一万では， その細胞質に RNA 頼粒の増加がみら
れると共に，他方では，その細胞質の大部分が中等度の電子密度をもっ細線維物質で充満した。いわゆる
陪細胞と昭称すべきものが，多数に認められる様になる。
即ち，この種の細胞は，乳頭腫ないし Grade 1 癌では孤立性にのみ認められるに過ぎないが， Grade 




on" を示している。しかるに腫虜では，このような“Interdigitation" はみられな t"'o 即ち， 乳頭腫ない
し Grade 1 痛では，細胞膜の走向は一般に平滑である。
Grade n 及び Grade DI 痛にみられる細胞では細胞膜はジグザグ様の走向を示しているつ
W 総括
(1)正常及び炎症下の跨脱粘膜上皮細胞の微細構造を明らかにした。

















(1) 使用材料:何れも泌尿器科学教室で，手術時に採取したもので，その例数は，正市上皮 5 例，炎症下
の上皮 3 例，移行上皮細胞乳頭腫4 例，移行上皮細胞癌 Grade 1 4 例，同 Grade I 5 例及び Grade ][ 
5 iJUである。
(2) 試料作成方法:手術時に材料採取部位の血液供給が停止した瞬間から 5 分以内に小組織片を切除し，
その一半を 1%オスミウム酸燐酸衝溶液 (PH7.6) 中にて細切，固定し，乙れを電子顕微鏡検索に週し，
他半を10勿ホルマリンに固定し， H.E染色， PAS 染色および鍍銀法を行い，前者の参考とした。
検査成績
(1) 核:腫場細胞に於いては，正治或は炎症下の上皮細胞に比し，核細胞質比 (Nucleoplasmic ratio) は
明らかに増大している。特に Grade ][癌を構成する未分化細胞に於いて著しい。また腫場細胞の核質で
は電子密度の異なるこ種の微細頼粒の，特異な集族像を観察した。
(2) 核小体:一般に腫虜細胞の核小体は肥大し， Nucleolonema の螺旋コイル状構造が発達し，顕著にな
る。乙の傾向は，中でも Grade II 或は Grade ][癌にみられる未分化細胞に於て著しい。
(3) 糸粒体:未分化細胞(Grade 1II席に出現するもの)に於て， 糸粒体の縮少および，その数の減少を認
めた。なお一部には，糸粒体から由来すると考えられる特異な，高電子密度の頼粒が観察された。また，
変性過程を思わせる膨化糸粒体も多数みられた。
(4) 小胞体および RNA 頼粒: Grade II 或は Grade 1II癌に於ける未分化細胞では，小胞体に乏しく R
NA 願粒は細胞質全体に一様に分布している。
(5) 細胞基質:腫場細胞の未分化の傾向に平行して，一万では，その細胞質に RNA 頼粒の増加がみられ
ると共に，他方では，その細胞質の大部分が中等度の電子密度をもっ細線維様物質で、充満した。いわゆる
陪細胞と昭称すべきものが，多数にみられるようになる。即ち，この種の細胞は，乳頭腫ないし， Grade 







I 痛では細胞膜の走向は一般に平滑である。 Grade II および Grade m 癌にみられる細胞では，細胞膜は
ジグザグ様の走向を示している。
以上述べたように，移行上皮細胞店の各 Grade を通じて明暗二種の癌細胞がみられ，しかも細胞の分
化度に従って，その微細構造の上で差異のあることを観察した。そこで著者は移行上皮細抱痛を超形態学
の立場から次の如く分類した。
? ??
( i) 明細胞型
(a) 高分化性癌細胞
(b) 低分化性癌細胞
(c) 未分化性癌細胞
( i)陪細胞型
(iii) 明暗移行型
なお，これらの各細胞型の出現頻度と Grade との関係について述べた。
要するにこの研究は，移行上皮細胞癌について超形態学の立場から，その悪性度を追究した点で、意義あ
るものと思われる。
? ??
